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令和８年５月 16日（土）午前 10時 00分  

川中島町公民館「多目的ホール」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川中島町住民自治協議会  



第１号議案 

令和７年度 事業報告 

 

１ 「川中島町まちづくり計画」の推進 

川中島町の将来の発展をめざす「まちづくり計画」は、令和７年度から第二次 

計画がスタートし、部会ごとに策定した実施事業については、「少子高齢化と人口

減少社会を見据え、住みよいまちづくり」を念頭に、「幸せ」の実現と「持続可能

なまちづくり」をめざす「かわなかじま」の目標達成に向けて活動しました。 

なお、部会毎の事業報告は、別紙(６Ｐ～９Ｐ)のとおりです。 

 

 

２ 川中島町公民館等の管理運営 

川中島町住民自治協議会は、令和 7年度から３回目の指定管理者として、町公

民館と３分館（川中島、中津、御厨）を含む４施設の管理運営を継続しました。 

地域社会や、公民館、社会教育の基盤が変容する中、町公民館の目的である社

会教育の実現に向けて、地域に根ざした生涯学習を進めるとともに、長野市の社

会教育の重点事業である①親子の学び、②地域の学び、③フレイル予防の３点に

ついて、事業計画に基づき持続可能な地域の創造に向けて、町公民館運営委員会

を中心に、魅力ある公民館を目指し取り組み、本館( 25,143人)、中津分館(8,023   

人)、川中島分館(3,994 人)、御厨分館(2,540 人)の合計 39,700 人の利用者があ

り、初期の目的が達成できました。 

 

 

３ 地域福祉活動の推進  

  人にやさしく人がいきいき暮らすまち「かわなかじま」の実現に向け、「ふれあ

い・つながる」、「育てる・ささえあう」、「知る・伝える」、「健康づくり」の４つ

の基本施策のもと、地域の支え合い活動や住民同士の交流、健康づくりの取り組

み等、地域福祉活動を積極的に進めました。 

  具体的な取り組みとして、住民のふれあいの機会である「お茶のみサロン」を

延べ 203回開催し、各種活動がコロナ以前に戻り、住民同士が気軽に交流するな

ど、地域の繋がりに寄与しました。 

 

 

４ 総合防災訓練の実施 

    地区内の指定避難所を持ち回り会場とした川中島町全体の総合防災訓練を、９

月 20 日(土)に川中島小学校で実施しました。水害を想定し、情報収集、伝達及

び避難所設営訓練等を主体にするなど、実態に即した訓練に、地域住民をはじめ

児童も含め約 200名が参加し、防災力の強化につながりました。 
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５ 地域おこし協力隊との協働による農業振興と桃のブランド化推進 

３名の地域おこし協力隊員との協働により、農業後継者不足等による荒廃農地

の増加や、桃などの果樹の伐採が進むなど、農業を取り巻く環境が厳しい状況な

どの課題解決に向けて、様々な取り組みを進め農業振興と、桃のブランド化事業

を推進しました。 

① 川中島白桃などの特産品の販路拡大、ホームページや SNSを活用した情報 

発信、大阪万博や東京などでの PR活動 

② 遊休農地を活用した、効果的で効率的な川中島白桃などの桃栽培 

③ ２年目となった「おはようマルシェ」を、６月から毎月第一水曜日に支所

入口で開催、地域の身近なお店として定着するとともに、「桃のブランド事業」

の取り組みを PRする場になっています。 

 

 

６ 川中島町全体のまちづくりへの取り組み 

長野市が検討を進めている「都市計画マスタープランの改定」、「産業立地ビジ

ョン」、また「都市計画道路の見直し」など、川中島町を取り巻く環境が大きく変

わろうとしている中、「川中島幹線北部延伸」は、長年地域の念願でもあります。 

これら川中島町全体の課題と捉えていく必要があることから、市の関係部局と

連携を図るなど、地域振興部会を中心に研究を深め、「地域住民主体のまちづく 

り」を念頭に取り組みました。 

 

 

７ 川中島フェスティバルの開催 

  「第４回川中島フェスティバル」を 10月 19日(日)に開催しました。約６千人

が来場し、町公民館では住民が主体となった「文化芸能プログラム」、支所では

「子ども工作コーナー」、支所駐車場一帯では、出店や新たな催し物を計画する

など、回を重ねるごとに内容も充実し、子どもからお年寄りまで楽しめる地域全

体のお祭りとして定着してきました。また、準備の段階から多くの個人や団体の

皆さんが携わるなど、地域コミュニティの形成や活性化に寄与する祭典となりし

ました。 

 

 

８ 長野保健医療大学との連携事業 

長野保健医療大学との「健康増進等の連携協定」に基づき、「体力測定会」を春・

秋開催し、地域住民誰しもが明るく健康で暮らせるように、大学と連携をとりな

がら、健康の保持と増進に取り組みました。 

また、地域での活動へのなり手不足等の課題がある中、大学生に呼びかけ川中
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島フェスティバルなどの事業を通して、地域への愛着を育み地域活動へも積極的 

に参画してもらうことができました。 

 

 

９ 長野市南部地区交通渋滞対策協議会の活動 

  丹波島橋をはじめ千曲川・犀川に架設されている橋梁等における交通渋滞解

消への取組みを実施するため、平成 29年の設立以降、活動が停止していました

が、令和６年に総会を開催し、改めて組織体制を強化するとともに、交通渋滞

対策に取り組むことを確認しています。 

８月に理事会を開催して、関係行政機関等と連携を図りながら調査研究を行

うなどの交通渋滞対策等に取り組みました。 

 

 

10 スポーツの推進と地域の活性化事業 

川中島町住民の親睦と、地域の活性化や一体感の醸成を目的に、住民自治協

議会と商工会川中島支部及び JA３ゴルフ同好会との協働による、スポーツイベ

ント「第１回川中島町ゴルフ大会」を、５月 27日(火)篠ノ井「川中嶋カントリ

ークラブ」で 150名の参加を得て、盛大に開催しました。 

特に、夕方からの表彰式にも 120名という大勢の参加者があり、より一層の

親睦と連帯が深まるなど、初期の目的が達成できました。 

 

 

継続事業 

新規事業 

桃の花ウォーキング 

長野東高校女子駅伝チーム 

激励金贈呈 



第 2 号議案 

令和７年度 収支決算報告 

（自:令和７年４月１日 至:令和８年３月 31 日） 

 １ 一般会計 

収入合計額     ３０,３４５,５２４円 

支出合計額     ２８,７０１,３２９円 

差引残額       １,６４４,１９５円（令和８年度へ繰越） 

 ２ 特別会計 

  (1) 川中島町公民館  

収入合計額     ２３,５２９,３９５円 

支出合計額      ２１,９２１,９０９円 

差引残額       １,６０７,４８６円（令和８年度へ繰越） 

(2) 社会福祉活動積立基金                      （単位：円） 

【使用目的】地域たすけあい事業の福祉車両購入費及び災害見舞金等の福祉活動の経費に充 

てる。 

(3) 自主防災積立金                          （単位：円） 

  【使用目的】自主防災組織の充実強化のための出費に充てる。 

(4) 財政調整基金                           （単位：円） 

  【使用目的】「財政調整基金」として、不測の事態の支出に充てる。 

(5) 子ども支援基金                       （単位：円） 

【使用目的】匿名による川中島町の住民の方から、地域の子供たちのために役立ててほしい

との希望により基金として管理し、有効に活用する。 

金融機関名 年度当初額 本年度中増加額 本年度中減少額 本年度末現在 説 明 

長野信用金庫 

川中島支店 
7,091,895 

9,674 

(利息) 
0 7,101,569 

定期 600万円 

普通

1,101,569 

金融機関名 年度当初額 本年度中増加額 本年度中減少額 本年度末現在 説 明 

長野信用金庫 

川中島支店 
1,601,709 907 0 1,602,616 利息 

金融機関名 年度当初額 本年度中増加額 本年度中減少額 本年度末現在 説 明 

グリーン長野

農協中津支所 
1,901,784 2,014 0 1,903,798 利息 

金融機関名 年度当初額 本年度中増加額 本年度中減少額 本年度末現在 説  明 

グリーン長野

農協中津支所 
111,285 186 0 111,471 利息 







第３号議案 

令和８年度 事業計画(案) 

 

 

１ 「川中島町まちづくり計画」の推進 

川中島町の将来の発展をめざす「まちづくり計画」は、令和７年度から第二次 

計画がスタートしました。部会ごとに策定した事業計画に基づき、「少子高齢化と

人口減少社会を見据え、住みよいまちづくり」を念頭に、「幸せ」の実現と「持続

可能なまちづくり」をめざす「かわなかじま」の目標達成に向けて活動してまい

ります。 

なお、部会毎の事業計画（案）は、別紙(20Ｐ～23Ｐ)のとおりです。 

 

 

２ 川中島町公民館等の管理運営 

川中島町住民自治協議会は、町公民館と３分館（川中島、中津、御厨）を含む

４施設の指定管理者（令和７年度から３回目）として、引き続き、管理運営を継

続します。 

地域社会や、公民館、社会教育の基盤が変容する中、町公民館の目的である社

会教育の実現に向けて、地域に根ざした生涯学習を進めるとともに、長野市の社

会教育の重点事業である①親子の学び、②地域の学び、③フレイル予防の 3点に

ついて、具現化を図る取り組みを進めます。 

また、事業運営において、少子高齢化社会の課題や健康寿命の延伸を考えたと

き、地域の公民館の役割や期待は大きく、その活動が単に自己研鑽の場だけでは

なく、ここで学び得たことを広く多くの人々に還元できるような公民館のあり方

の探求が求められています。引き続き、持続可能な地域の創造に向けて町公民館

運営委員会を中心に、魅力ある公民館を目指します。 

 

 

３ 地域福祉活動の推進  

  人にやさしく人がいきいき暮らすまち「かわなかじま」の実現に向け、「ふれあ

い・つながる」、「育てる・ささえあう」、「知る・伝える」、「健康づくり」の４つ

の基本施策のもと、地域の支え合い活動や住民同士の交流、健康づくりの取り組

み等、地域福祉活動を進めます。 

  本年度は、地域活動が更に進められるよう、関係機関と連携・協力し、住民の

ふれあいの機会や、ボランティア・地域活動の活発化を図り、住民同士が気軽に

交流し、地域のつながりを豊かにするサロンや縁側の充実に取り組みます。 

  また、引き続き「災害時住民支えあいマップ」の重要性を認識し、未着手地区

への支援と、既に作成した地区への必要に応じた見直しの支援に取り組みます。 
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４ 総合防災訓練の実施    

    地区内の指定避難所を持ち回り会場として、毎年開催している川中島町全体の

総合防災訓練は、９月 12日(土)に川中島中学校で実施します。 

地震を想定した内容とし、情報収集、伝達及び避難訓練等を主体に、関係機関、

地域住民をはじめ、近隣の福祉施設等の参加を得て、実態に即した訓練を実施し

ます。 

 

 

５ 地域おこし協力隊との協働による農業振興と桃のブランド化推進 

現在２名の地域おこし協力隊員との協働により、農業後継者不足等による荒廃

農地の増加や、桃などの果樹の伐採が進むなど、農業を取り巻く環境が厳しい状

況などの課題解決に向けて、次の三つのミッションを中心に取り組みを進めます。 

① 川中島白桃などの特産品の販路拡大、ホームページや SNSを活用した情報 

発信 

② スマート農業などの導入による遊休農地を活用した、効果的で効率的な川 

中島白桃などの桃栽培 

③ 桃以外の農作物栽培の普及と研究 

引き続き、協力隊員と川中島支所(市)との協働により、農業後継者や新規

就農者が活動しやすい環境を整備するとともに、将来にわたって、川中島町

での生活基盤が安定できるよう、農業振興及び桃のブランド化を推進します。 

 

 

 

６ 川中島町全体のまちづくりへの取組み 

長野市が進めている「都市計画マスタープランの改定」、「産業立地ビジョン」

や「都市計画道路川中島幹線の延伸」など、今後の変化が予想されています。 

川中島町も少子高齢化等社会情勢が大きく変化する中、「全体のまちづくり」の

観点から、産業立地や都市計画道路の見直し、また農業振興との関連性など、川

中島町全体の課題と捉えていく必要があります。  

今後は、関係機関と連携を図るなど、地域振興部会を中心に研究を深め、住民

の意見を大切にしながら、「地域住民主体のまちづくり」を念頭に取組んでまいり

ます。 

 

 

７ 川中島フェスティバルの開催 

  「第５回川中島フェスティバル」は、10 月 18 日(日)に開催します。昨年の約

６千人を超える来場を目標に、町公民館での「文化芸能プログラム」や、支所駐

車場一帯での出店や催し物などの計画において、多く住民の皆さんの参画を得な
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がら、内容の充実を図るとともに、住民の交流と、子どもからお年寄りまで楽し

める、地域全体のお祭りとしての認知度を高めるため、更なる PR 活動等を行い

ます。 

 

 

８ 長野保健医療大学との連携事業 

長野保健医療大学との「健康増進等の連携協定」に基づく「体力測定会」を、

春と秋に開催します。地域住民誰しもが明るく健康で暮らせるように、大学と連

携をとりながら、健康の保持増進を目指します。 

また、地域での活動へのなり手不足等の課題がある中、大学生の参画を呼びか

け、川中島フェスティバルなどの事業への参画を通して、若者の地域愛の醸成や、

若者のアイデアなどによる地域の活性化等に取り組みます。 

 

 

９ 長野市南部地区交通渋滞対策協議会の活動再開 

  長野市南部地区交通渋滞対策協議会の活動は、丹波島橋をはじめ千曲川・犀

川に架設されている橋梁等における交通渋滞解消への取り組みを実施するた

め、平成 29年に設立以降、活動が停止していましたが、令和６年に総会を開催

し、改めて組織体制を強化するとともに、交通渋滞対策に取り組むことを確認

しました。本年も引き続き、関係行政機関等と研究会を開催するなど、交通渋

滞等の解消のために取り組みます。 

 

 

10 スポーツの推進と地域の活性化事業 

スポーツイベントを通して、川中島町住民の親睦と、地域の活性化や一体感

の醸成を目的に、「第２回川中島町ゴルフ大会」を、５月 26日(火)篠ノ井「川

中嶋カントリークラブ」で開催します。住民自治協議会、商工会川中島支部及

び JA３ゴルフ同好会を構成メンバーとした実行委員会により進めるもので、地

域コミュニティの希薄化が進む中、当事業を事例に引き続き、地域の絆づくり

と地域の活性化に取り組みます。 

 

 

11 自主財源確保に向けた取り組み 

  現在の財政状況は、長野市からの交付金、各区からの負担金が主な財源とな

っています。今後の福祉事業活動等の充実、また、人件費や需用費の増額など

が予想されることから、安定的な財源の確保が必要となるため、総務部会を中

心に増収に向けた検討を行います。 
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12 主な会議の開催 

本会会則に基づき、以下のとおり開催します。 

・「評議員会」は最高議決機関として、毎年１回通常開催（５月 16日（土））

するほか会長が必要と認めた場合、評議員の３分の１以上の請求があった場

合、臨時開催します。 

令和８年５月 ：令和７年度事業報告及び決算報告の審議 

令和８年度事業計画案及び予算案の審議 

・「理事会」は業務執行機関として、事業の円滑な推進及び評議員会への上程

事項の整理を行うため、毎年１回通常開催（４月 17日（金））するほか、必

要な都度開催します。 

令和８年４月 ：令和７年度事業報告及び決算報告の確認 

令和８年 11月：上半期事業報告及び事業の進捗確認 

令和９年３月 ：下半期事業報告及び決算中間報告 

令和９年度事業計画案・予算案の審議 

・「部会」は業務実行機関として、年１回総会を開催するほか必要な都度開催

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  川中島フェスティバル 

   (北沢マロ withリズムオ 

  ーケストラ) 

継続事業 

総合防災訓練(AED取扱訓練) 

 



第４号議案 

令和８年度 収支予算(案) 

（自:令和８年４月１日 至:令和９年３月 31 日） 

 １ 一般会計 

収入合計額    ３０,３００,０００円 

支出合計額    ３０,３００,０００円 

差   引            ０円 

 ２ 特別会計  

 (1) 川中島町公民館 

収入合計額     ２５,４００,０００円 

支出合計額    ２５,４００,０００円 

差   引              ０円 

(2) 社会福祉活動積立基金                     （単位：円） 

 

 

 

【使用目的】たすけあい事業の福祉車両購入費及び災害見舞金等の福祉活動の経費に充てる。 

(3) 自主防災積立金                        （単位：円） 

 

 

 

【使用目的】自主防災組織の充実強化のための出費に充てる。 

(4) 財政調整基金                       （単位：円） 

 

 

 

【使用目的】今後の不測の事態に備えるため財政調整基金として管理し、緊急の対応等が必

要な場合は、その経費に充てる。 

(5) 子ども支援基金                      （単位：円） 

 

 

 

 

【使用目的】匿名による川中島町の住民の方から、地域の子供たちのために役立ててほしい

との希望により基金として管理し、有効に活用する。 

金融機関名 金   額 

長野信用金庫 川中島支店 ７,１０１,５６９ 

金融機関名 金   額 

長野信用金庫 川中島支店 １,６０２,６１６ 

金融機関名 金   額 

グリーン長野農協 中津支所 １,９０３,７９８ 

金融機関名 金   額 支出予定額 説  明 

グリーン長野農

協 中津支所 
１１１,４７１ ５０,０００ 

子ども図書コーナー 

への本の購入       







第５号議案

役　　　職 氏           名 備　　　　　　　考

会　　　長 數　本　芳　男 新任(北原区長)

副　会　長 大日方　　　猛 新任（総務担当  神田区長）

副　会　長 田　中　照　光 新任（財務担当　若葉町区長）

副　会　長 市　村　はる美 留任(女性代表)

副　会　長 馬　場　信　義 留任(元御厨区長)

理　　　事 稲　垣　慎　司 南原区長(新任)

理　　　事 北　澤　正　志 今井区長(留任)

理　　　事 近　藤　春　雄 今井原区長(留任)

理　　　事 馬　場　　　修 御厨区長(新任)

理　　　事 上　野　光　司 国道昭和区長(新任)

理　　　事 小　池　秀　雄 今里区長(新任)

理　　　事 奥　田　孝　志 上氷鉋区長(留任)

理　　　事 浅　田　栄　蔵 本町区長(留任)

理　　　事 竹　内　　　圭 四ツ屋区長(新任)

理　　　事 小　山　忠　昭 三本柳西区長(留任)

理　　　事 坂　口　政　幸 川中島地区福祉推進委員長(留任)

理　　　事 荒　井　裕　子 赤十字奉仕団川中島分団委員長(留任)

理　　　事 武　田　健　治 交通安全協会中津分会長(留任)

理　　　事 松　本　　　章 川中島消防団第三分団長(新任)

理　　　事 平　栗　美保子 川中島町公民館運営委員長(留任)

監　　　事 林　    嘉　人 留任

監　　　事 山　田　文　大 留任(川中島地区)

監　　　事 戸　澤　秀　一 新任(中津地区)

監　　　事 宮　坂　美　香 新任(御厨地区)

※会則第７条

       令和８年度 理事(会長、副会長含む)及び監事
       の選任(案)について


